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1996年 3月 6日から 8日まで開いたこの研究集会は、科学研究費補助金総合研究 A $\lceil_{\beta}u7$

数解析学と実解析学の総合的研究」の援助をもとに、主として東京大学、京都大学、大
阪大学およびその周辺の若い数学者に呼びかけて組織したものである。 あまり準備のた
めの時間がなかったにもかかわらず、 多くの人が講演を申し込み興味ある研究を発表し
て下さった。最近はシンポジウムが数多く開かれ発表の機会はいくらでもあると思って
いたが、若い人に対しては必ずしもそうでなかったことを実感した。
劉徳明さんのものを除きここに集録した原稿はすべて 5月末の締め切りまでにいただ
いていたのであるが、 丸山文綱さん、 園部哲也さん、庵原隆雄さんの原稿がないのを残
念に思い待っていて遅くなってしまった。早くに送って下さった人におわびする。
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